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研究報告

　EV virusの感染が発症と深く関わっているヒト悪性リンパ腫や胃癌症例を対象に、EV virus内在性の
micro-RNA (miR)の発現をホルマリン固定パラフィン包埋病理組織切片上で、高感度in situ
hybridization (ISH)法により検出する方法を開発した。miR-199aの発現に関しても、下記の櫻井の報告
との関連性において良好に検出できる系を確立した。


